
重要な会計方針

１ 運営費交付金収益の計上基準

費用進行基準を採用しております。

当機構が実施する業務は、その達成度を測定する客観的な測定尺度を設定することは

困難であり、業務進行の実態は活動に要した費用額で捉えることが合理的であるため、

費用進行基準を採用しております。

２ 減価償却の会計処理方法

有形固定資産

定額法を採用しております。なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

建物 １０年～４７年

車両運搬具 ６年

工具器具備品 ５年～１５年

３ 引当金計上基準

（１）賞与引当金

運営費交付金により財源措置がなされるため、賞与に係る引当金は計上しておりま

せん。

（２）退職給付引当金

役職員の退職給付については運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給

付引当金は計上しておりません。

行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、退職一時金

に係る債務については、事業年度末に在職する役職員について、当期末の退職給付見

積額から前期末の退職給付見積額を控除した額から、退職者に係る前期末退職給付見

積相当額を控除して計算しております。また、厚生年金基金に係る債務については、

年金債務に係る当期末の退職給付見積額から前期末の退職給付見積額を控除して計

算しております。

４ 有価証券の評価基準及び評価方法

（１）満期保有目的債券

① 取得差額がないもの

原価法（売却原価は先入先出法により算定）によっております。

② 取得差額があるもの

償却原価法（定額法、売却原価は先入先出法により算定）によっております。

（２）関係会社株式

移動平均法による原価法（持分相当額が下落した場合は、持分相当額）によってお

ります。

なお、取得原価と持分相当額との差額は、投資評価引当金として計上し、翌期に洗

替えております。

（３）その他有価証券

時価のないもの

63



移動平均法による原価法によっております。

５ 外貨建資産の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。

６ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、手許現金、随時引き出し可能な預

金からなっております。

７ 行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法

政府出資の機会費用の計算に使用した利率

１０年利付国債の平成２１年３月末利回りを参考に１．３４０％で計算しておりま

す。

８ リース取引の処理方法

リース料総額が３００万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買

取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

リース料総額が３００万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

９ 消費税等の会計処理方法

消費税等の会計処理方法は、税込方式によっております。
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注記事項

１ 貸借対照表

（１）財源措置が運営費交付金によって行われる賞与引当金の見積額

40,191,704 円

（２）財源措置が運営費交付金によって行われる退職一時金及び年金債務に係る退職

給付引当金の見積額 1,300,465,080 円

（３）固定資産の減損について

①減損を認識した固定資産の種類、帳簿価額等の概要

種類 １回線当たり帳簿価額 回線数 帳簿価額

電話加入権 13,943 円 43 回線 599,550 円

②減損の認識に至った経緯

市場価格が下落している状況にあるため。

③損益計算書における計上金額

帳簿価額が回収可能サービス価額を上回らないため、減損額は計上しません。

④回収可能サービス価額の概要

ＮＴＴ東日本の公定価格 37,800 円（１回線当たり）を再調達価額とした使用価値

相当額が正味売却価額（129 千円）を上回るため、使用価値相当額（1,625 千円）を

回収可能サービス価額としました。

２ キャッシュ・フロー計算書

資金の期末残高の貸借対照表上の科目

現金及び預金 185,948,142,733 円

うち定期預金 182,983,000,000 円

（差引）資金残高 2,965,142,733 円

３ 行政サービス実施コスト計算書

行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額

計上額 △ 31,189,529 円

うち国からの出向職員分 7,658,660 円
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４ 有価証券関係

（１）満期保有目的の債券で時価のあるもの （単位：円）

区 分
期 末 に お け る

貸借対照表計上額
期末における時価 差 額

時価が貸借対照表計

上額を超えるもの
26,777,994,933 27,574,934,000 796,939,067

時価が貸借対照表計

上額を超えないもの
1,600,000,000 1,599,200,000 △800,000

合 計 28,377,994,933 29,174,134,000 796,139,067

（２）事業年度中に売却した満期保有目的の債券

該当なし

（３）時価評価されない有価証券 （単位：円）

区 分 貸借対照表計上額

① その他の有価証券

○ 非上場株式 1,415,574,071

合 計 1,415,574,071

② 関係会社株式

○ 関連会社株式 7,775,556,725

合 計 7,775,556,725

（４）満期保有目的の債券の期末日以後における償還予定額 （単位：円）

区 分 １ 年 以 内 １年超５年以内 ５年超 10 年以内 10 年 超

国債・地方債等

金融債

7,510,000,000

1,600,000,000

12,300,000,000

0

7,000,000,000

0

合 計 9,110,000,000 12,300,000,000 7,000,000,000

※ 国債・地方債等＝国債、地方債、政府保証債、財投機関債

５ 退職給付関係

（１）採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として、役員について役員退職手当支給規程、職員については職

員退職手当支給規程による退職一時金制度を、また、役員及び職員に対して厚生年金

基金制度を設けております。
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（２）退職給付債務

退職給付債務

役員の退職一時金（簡便法） 4,985,957 円

職員の退職一時金（簡便法） 657,694,987 円

厚生年金基金（原則法） 1,110,432,703 円

退職給付債務 計 1,773,113,647 円

年金資産（厚生年金基金） （△） △472,648,567 円

運営費交付金の財源措置があるため

引当てなかった額 （△） △ 1,300,465,080 円

退職給付引当金 0 円

（３）退職給付費用

勤務費用

役員の退職一時金（簡便法） 7,222,039 円

職員の退職一時金（簡便法） 72,916,244 円

厚生年金基金（注） 20,714,481 円

勤務費用 計 100,852,764 円

利息費用 30,251,497 円

期待運用収益 （△） △14,221,132 円

数理計算上の差異の（費用）処理額 35,796,020 円

運営費交付金の財源措置があるため

引当金を繰入れなかった額 （△） △ 152,679,149 円

支出時に費用処理した額

役員の退職一時金 8,942,745 円

職員の退職一時金 73,801,994 円

厚生年金基金掛金拠出額（注） 26,506,525 円

支出時に費用処理した額 計 109,251,264 円

合計 109,251,264 円

（注）厚生年金基金に対する従業員拠出額を控除しております。

（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項（厚生年金基金のみ対象）

① 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

② 割引率 2.5％

③ 期待運用収益率 2.3％

④ 数理計算上の差異の処理年数 発生年度に一括処理
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６ 持分法損益等

（１）関連会社に対する投資の金額 7,775,556,725 円

（２）持分法を適用した場合の投資の金額 15,820,210,238 円

（３）持分法を適用した場合の投資損失の金額 861,057,273 円

７ セグメント情報

当勘定は、単一セグメントによって事業を行っているため、開示すべきセグメント情

報はありません。

８ 重要な債務負担行為

該当事項はありません。

９ 重要な後発事象

該当事項はありません。
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